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「新しい里海創生」を目指した 

沿岸域の総合的管理の取り組み 

三重県志摩市 

資料３ 



面積：１７９．６３㎞２ 

人口：約54,700人 

特徴：全域が伊勢志摩国立公園内に   

    あり、社会経済活動、生活の 

    場となっている。 

    気候温暖 

    英虞湾・的矢湾・太平洋に 

    面するリアス式の海岸線と 

    なだらかな丘陵地      

志摩市の概要 

 三重県のほぼ中央 

 伊勢湾の入り口に突き出した志摩半島 

平成16年10月1日 

 志摩郡の５つの町が合併して志摩市に。 



志摩市の現状 

○人口は1985年以降減少傾向。高齢化が急速に進み、2010年の国勢調査 

  では人口54,700人（速報値）、高齢化率31.1％（住民基本台帳）に。 

 

○水産業の生産額は354億円（1994）から100億円（2005）に減少。 

  真珠養殖の生産額はピーク時の10分の1（160億円⇒15億円）に減少。 

 

○観光客の入込客数はピーク時に733万人まで増加（1995）したが、その後 

  急激に減少し、現在は400万人台。 



志摩市総合計画後期基本計画に「新しい里海創生によるまちづくり」を位置付け 

資源の特性を
有効に活用し、
活性化を図る
仕組みを作る 

地域の資源を
持続（保全）
できる仕組み
を作る 

沿岸域の総合的管理の取り組み 



里海とは？ 

農林水産業や日々の生活を通じて、人と自然の間で バランス
の良い栄養の循環が行われ、生物の生産性や多様性が高度
に保たれている沿岸域  
 
 
 
新しい里海とは？ 

観光化などの産業構造の変化や生活様式の変化など、
現在の社会情勢に応じて、科学的根拠に基づく積極的
な自然環境の保全と再生を推進することにより、里海が
維持されている沿岸域  
 
 
 

沿岸域の総合的管理とは？ 

 沿岸域で様々な産業活動を行う関係者や市民が、  
自然環境の保全や持続可能な産業の在り方について
協議し、実践して行くための取り組み手法 
 



Proper Forest 
management 

Consumption of marine 
products 

Securing of place of touch with 
sea 

Input of 
Nutrients 

Use as 
fertilizer Promotion of coastal 

fishing 

stable 
ecosystem 

Phytoplankton 

Restoration 
of shallow 
coast 

Zooplankton 

Seaweed 
bed 

新しい里海のイメージ  
稼げる里海 

遊べる里海 

学べる里海 

藻類養殖 

貝類養殖 環境教育 自然体験 沿岸漁業 

藻場再生 

排水処理 

干潟再生 

保全の取組 

森林資源の活用 



稼げる 
里海 

学べる 
里海 

遊べる 
里海 

保全の取り組み 

稼げる里海 
地域の自然資源を活用した産業
が盛んな「豊かな」沿岸域 
 

学べる里海 
地域の自然環境を保全しながら
活用していくための人材育成が 
できる「健康な」沿岸域 
 

遊べる里海  
地域の豊かな自然環境を楽しみ
ながら生活することができる   
「楽しい」沿岸域 
 

保全の取り組み 
水質や底質だけでなく、生物多様
性や生態系の安定を指標とした、
自然環境保全の取り組み 

新しい里海 



１．「御食つ国」と呼ばれた歴史的背景 

２．真珠養殖産業発祥の地 

３．市の全域が伊勢志摩国立公園に指定 

豊かな水産物の産地であるという歴史的イメージの活用。 
２０１３年の伊勢神宮の遷宮と合わせた情報発信。 

志摩市の真珠が持っている「世界的」な知名度の活用。 

市内の「自然を資源として」活用する産業を育成する必要。 

なぜ、新しい里海の創生なのか？（地域の特性） 



４．SATOYAMAイニシアティブ 

５．海洋に関する政策の推進 

日本は今後１０年間、人の活動と自然が共生しながら生物多様
性の保全を図ることを「SATOYAMAイニシアティブ」として宣言
（COP10）した。 

海洋基本法の成立により、海洋国家として今後海洋の利用と
保全に関する政策が推進されることが期待されている。 

地域が主体となって沿岸域の利用と保全を図る「総合的沿岸
域管理」の取り組みもそのひとつ。 

なぜ、新しい里海の創生なのか？（全国の状況） 



「新しい里海の創生」のメリット 

・地域イメージの向上 

「自然環境が保全されたまち」という市のイメージを醸成
し、志摩ブランドのコンセプトとして活用することで、集客
や地域商品販売を活性化 

間接効果  「地域経済の活性化」 

・地域の将来を担う人材育成 

地域の自然環境に根差した産業を担う人材の育成 

・産業連携の推進 

地域の資源を有効に活用するための産業連携の促進 



「新しい里海の創生」のメリット 

・沿岸域の生物生産性の向上 

水揚げの増加による水産業振興や森林資源の新たな 
利用推進など 

直接効果  「地域を持続するための基盤づくり」 

・沿岸域の生物多様性の向上 

環境学習、自然体験の場の提供など 

・沿岸域の住環境の改善 

沿岸域の美化活動推進や親水施設の整備など   



新しい里海創生に向けた取り組みのフロー 

12 

１ 準備 

計画管理組織の検討 
人員と予算の検討 
関係者への周知 
コアスタッフの訓練 
現状の評価 

２ 開始 

沿岸域と環境や社会状況の把握 
課題抽出と優先順位付け 
   生息域の保全・排水処理・  
      防災・水産・水資源など 
情報共有の仕組み 
市民への広報・ＰＲ 
関係者間の合意形成 
（関係者間のコミュニケーションと 
  計画の基本方針の共有） 

３ 熟成 

課題の精査 
実施に向けた基本計画 
地域や課題に特化した事業計画の
検討 

資金／投資の計画 
事業効果モニタリングの計画 
関係者の参画・連携方法の確立 

４ 採択 

組織的／法的な制度設計 
沿岸域の事業計画（３～５年） 
資金管理 

５ 実施 

取り組みの調整や進捗管理 
環境モニタリングの実施 
事業実施 

６ 修正と強化 

制度設計の見直し 
モニタリングと評価 
実施計画の見直し 
取り組みの規模拡大検討 
次のサイクルに向けた計画修正 



取り組みの基本方針（案） 
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取り組みの全体構成（案） 

志摩市の環境を保全するとともに、地域の産業・生活資源を
守り育て、底上げする取り組み 

「稼げる」「学べる」「遊べる」を基本とした、地域の環境資源
を有効かつ持続的に活用する取り組み 

「豊かな自然が守られたまち」のイメージの統一化と、地域
外への発信に向けた有効な取り組み 

取り組みの基本構成（案） 

環境保全・資源管理 持続的な利活用 地域ブランディング 

志摩市の産業・生活の経済的・心理
的基盤である自然の恵みの保全と管
理 

単に“今あるものを守る”だけでなく、
“守り育てる”ことにより、地域産業や
生活の基盤となる資源をレベルアッ
プする目的 

【取り組みの例】 
・里海創生に向けた条例の制定 
・里海での環境保全活動の推進 
・環境に負荷をかけない水産業に向けた 
 取り組み 
・生活排水等処理の推進     等 
 

 「稼げる」、「学べる」、「遊べる」を基
本とした、自然の恵みの持続的な利
活用 

 「豊かな自然が守られたまち」のイ
メージ統一と、それに向けた各産業
や市民一人ひとりの取り組み目標の
共有 

上記イメージの地域外への効果的な
発信と志摩市やその生産物のブラン
ド化 【稼げる取り組みの例】 

・沿岸域で展開する各産業の連携 
・特区制度を活用した規制緩和 
・各地域での産業振興の取り組み 
【学べる取り組みの例】 
・環境学習の一層の推進・工夫 
【遊べる取り組みの例】 
・地域資源の利活用や理解促進  等 
 

【取り組みの例】 
・やる気のある事業者等による積極的な 
 取り組み 
・認証制度の導入         等 
 

環境保全・資源管理 

地域ブランディング 

持続的な利活用 



取り組みの実施体制（案） 
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取り組みの実施体制（案） 

取り組みの実施体制（案） 

志摩市里海創生 
推進協議会（仮称） 
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志摩市は３つの海に面しており、環境・水産業の特性や課題は異なる 

志摩市は５町が合併しており、観光や行政、様々な部門で連携が必要 

 

市全体の取り組みに係る協議会を設立するとともに、 
地域ごとの取り組みや課題を話し合う分科会を設置 

【志摩市里海創生推進協議会】■新しい里海の創生に向けた事業計画や進捗管理、運営、評価 
  ■外部関係者との連絡・調整 
  ■市全体で取り組むべき事業の調整 
    （条例や特区、観光やブランディング、先進的な取り組み） 
【分科会（英虞・的矢・太平洋）】■地域ごとの特性に応じた保全や利用の事業の実施 
【専門委員会】  ■取り組みや進捗管理、評価に係わる助言 
【行政連絡会】  ■行政部門間の連絡・調整、国や三重県との調整 

分科会の地域区分（案） 

英虞湾 的矢湾 太平洋 

分科会は３つを想定 

特性や課題の違い、
事業の進めやすさを
踏まえ、集水域と学
区域で地域を３つに
分類 



第９回閉鎖性海域環境保全会議での情報発信 

・閉鎖性海域の総合的管理を実現するための、説明責任と   
効果的な情報共有環境を確保することを目的に様々な全体 
会議と分科会を開催。 
 
 全体会議・・・災害対策、チェサピーク湾における 
         総合沿岸域管理事例など 
 
 特別会議・・・「里海」の概念に基づく沿岸域管理の検討 
 
 分科会・・・・・新しい教育やコミュニケーションの 
         ツール、沿岸再生での連携、目標設定 
         と管理方法、汚染対策など 
 
 学生分科会・・沿岸資源保全に向けた地域活動など 



第9回閉鎖性海域保全会議参加状況（里海分科会） 

アジアやヨーロッパ、アメリカにおける里海の概念に 基づいた
活動事例報告や意見交換が行われ、英虞湾で三重県水産研
究所が実施している水門開放による干潟再生試験の成果が報
告された。 

日本における里海創生支援の状況
について（環境省） 

英虞湾における干潟再生事業の 
成果について（三重県水産研究所） 



第9回閉鎖性海域保全会議参加状況 
（目標設定と管理方法） 

平成２１・２２年度に実施した「英虞湾の健康診断」を活用し
た総合沿岸域管理に向けた取り組みに ついて報告。 

英虞湾の健康診断発表資料 



いきもの調査隊事業 

環境省のモデル事業（平成21年～22年）として、市民による
生物多様性のモニタリング事業を実施し、継続中。 
水産高校もクラブ活動で参加。 
英虞湾には様々な希少生物が生息していることを確認。 
 



的矢中学校生と的矢湾アマモ再生協議会の連携 

伊雑ノ浦のアマモ場再生に取り組んでいる漁業者と連携して 

環境学習を実施（平成22年度より） 

 

①的矢湾におけるアマモ種子の採取作業（6月3日） 

②アマモ種子選別作業（7月22日） 

③アマモ種子冷蔵管理作業 

      （7月23日～11月23日） 

④種子の播種作業（11月24日） 

  ※全国の研修会として位置付け 



新しい里海創生に関する視察・研修・事例発表等 

・タイ国チョンブリー県知事と自治体の首長等 約80名 【2月】 
・里海シンポジウムの開催 【２月】 
・国連大学 石川・金沢ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾕﾆｯﾄ所長【３月】里海ドキュメンタリー   
 取材対応 【５月】 
・東京大学 海洋アライアンス教授 3名（子ども議会視察） 【7月】 
・第９回世界閉鎖性海域環境保全会議で発表【８月】 
・総合沿岸域管理に関する集中講義で発表（東京） 【10月】 

・（財）国立公園協会 6名（国立公園管理に関するヒアリング） 【10月】 

・国際研修協力機構（JICA) 閉鎖性海域の水環境管理に関する 
 研修 12名 【11月】 

・沿岸域の総合的管理教育に関する意見交換会で発表（東京） 【11月】 

・中部の環境を考える会 20名 【11月】 

・フランス国立海洋開発研究所 イブ・エノック博士  【11月】 

・九州大学 柳教授（「里海論」著者） 【12月】 

・イオンチーアズクラブ活動で里海について説明【12月】 



沿岸域の総合的管理を
進め「SATOUMI志摩市」  

として、地域の資源を  
活用しながら持続的な
発展を図りたい 


